
では、改めて、「薬学生の集い」とは……

薬学生の集い（以下、薬つど）は世界に貢

献できる「薬剤師の育成」をスローガンに活

動する、日本唯一の全国的薬学生組織です。

将来のチーム医療と薬学領域を担う、薬学生

の一員としての意識を持ち、私たちの置かれ

ている現状と将来の薬剤師のさらなる地位向

上を目指すという主旨のもと、1998年に当時

の大学院生を主体に設立されました。その後、

03年12月から現在に至るまで、現役薬学部生

を中心として活動しています。

当会は大学のサークル単位での加盟校制

と、個人での個人加盟制など、様々な形で薬

学生受け入れのための門戸を開いています。

おかげさまで現在では約200人ほどの方に入

会いただいています。そんな薬つどは、会員

一人ひとりの高い目的意識によって支えられ

ています。

今年の10月、滋賀で行わ

れる日本薬剤師会滋賀学術

大会で、薬学生の集いが

「薬学生シンポジウム」を

主催することになりまし

た！。「薬学生シンポジウ

ム」とは薬学生の集い主催

による、薬学生のための薬

学生による薬学生のための

シンポジウムです。

06年から薬学部６年制教育が始ま

り、12年には最初の６年制卒業者が

誕生することになります。６年制卒

業者は４年制卒業者よりも多くの実

習期間などを経験し、新たな分野での活躍も

期待されています。今まで以上に、将来的な

薬剤師の職能の広さ・新たな可能性が期待さ

れるはずです。しかしこのままでは、薬学生

が「どのような薬剤師になりたいのか？」混

乱してしまうのではないかとの懸念のもと

に、今回のシンポジウムが企画されました。

シンポジウムの目標は、薬剤師の現状を理

解し、そこから薬学生にどのような薬剤師に

なりたいか、どのような

薬剤師としての職業を創

造できるかを考えていく

ことです。

このシンポジウムの開

催に当たり、国民の皆さ

んに薬剤師に期待するこ

となどをアンケートしま

す。その結果を会場の薬

学生に見てもらい、国民

にどのような薬剤師が必

要とされているかを一緒

に考えます。そして、学

術大会に参加した薬剤師

に直撃インタビューを行い、薬剤師の現状を

理解します。

最終的に「どのような薬剤師にならなけれ

ばならないか」を、薬学生全員で大枠を決め

て閉会します。

＜実行委員から一言＞

分からないことだらけで挑み始めたこの企

画。最初は本当に自分たちが企画なんてでき

るのだろうかと思っていました。ですが、案

をたくさん考えて、それが少しずつ完成して

いくうちに、『学生シンポジウム』という舞

台をイメージできるようになってきました。

どこまでできるか分かりませんが、私たちは

全力で挑みます！

誰かの心に『薬剤師の未来』を少しでも描

けたら幸いです。

（慶應義塾大学4年　野田洋樹）

学生シンポジウムは、薬学生が薬学生に向

けて行っているイベントです。当日は多くの

薬学生に興味をもっていただけるような企画

を行います。

この機会に、普段できない体験や全国各地

の薬学生と交流してみませんか？

10月12日、会場でお待ちしております。

（摂南大学4年　福田耕太郎）

薬学生シンポジウムの日程

新入生歓迎会中止の報告・お詫び

本紙５月号で告知いたしました新入生歓迎

会ですが、新型インフルエンザの感染拡大を

危惧し、中止しましたことをご報告いたしま

す。全国規模の薬学生団体としては軽視でき

ない事態だと判断しての結果です。楽しみに

してくださった皆さんにご迷惑をおかけした

ことをお詫び申し上げます。
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薬学生の皆さん、こんにちは。梅雨のジメジメ

した季節の中でも、大学生活をエンジョイしてい

ますか？

講義や実習でお疲れの方もいらっしゃることと

思います。そんな中、５月号の記事に引き続き

「薬学生の集い」の紹介と、新たに薬学生の集い

が行うイベントに関して告知いたします。

日本薬剤師会滋賀学術大会　第２日目

2009年10月12日（月）

時間＝13：00～16：00（12：00～13：00

受付開始）

場所＝ピアザ淡海　第四会場３階

日本薬剤師会滋賀学術大会　http://jpa

42.jtbcom.co.jp/index.html

☆　コラム　☆

６月14日に関西の薬学生を中心とした

親睦会を京都で行いました。参加者は関

西地方以外に、東海地方の方々にも参加

いただき、５校16人が集まりました。

内容としては、八坂神社や清水寺など

の京都観光に始まり、夕方には食事会を

行いました。初対面の人たちが多かった

にもかかわらず、親しく交流を行うこと

ができ、学校の垣根を越えて様々な話題

で盛り上がりました。とても盛況だった

ため、今後も継続的に行っていきたいと

考えています。

この企画を行う中で、普段関わること

のない違う大学の薬学生が集まり、話し

合うことはとても大切だと感じました。

（摂南大学４年　福田耕太郎）




